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　雪どけを迎えた南魚沼市の山間部。田んぼのあぜを、レ
ジ袋を片手に歩いている地元の人たちをよく見かける。山
菜を集めているのだ。
　住民たちがわくわくする季節が始まった。豪雪地帯とし
て知られるこの一帯では、１年のうち半年近くの間、雪が
ある。雪はゴミや匂いを吸収し、すみきった空気の中で暮
らすことができる。そして４月になり、雪の中から顔を出
すフキノトウを摘んだ時に広がる香りは、まさに春を告げ
る。匂いをかぐだけで脳が活性化するかのようだ。
　「冷たい雪の中で育った山菜は、えぐみやアクが少なく
ておいしいそうです」。
　「TAPPO南魚沼やまとくらしの学校」（TAPPO）の「山
菜講座」の一コマだ。市内や関東圏から集まった人たちに、
村の講師役の男性が説明する。雪が少ない群馬県では食に
適さないものが、南魚沼市で食べられるのはそんなわけだ
と市内からの参加者たちも納得する。
　TAPPOは、私が代表を務めるNPO法人エコプラスが
2007 年から、新潟県南魚沼市の地域や学校と共同で始め
た事業だ。地域一帯を学びの場と位置づけ、住民と国内外
の訪問者が交流し、学びあう。
　一般的な教育プログラム、特に環境 ･野外教育の分野で
は、個人の変化や成長に重きを置くものが多い。しかし学
びを通した「地域づくり」という視点を持っているこの事
業では、個人の変化や成長も、持続可能な社会づくりを強
く意識している。
　具体的な場や地域が存在するために、集落の住民だけで
なく、訪問者らにとっても課題やその解決のために自分が
できることを考えやすい。同時に、自分たちの地域やライ
フスタイル、消費者としてのあり方も考えるきっかけに
なっている。
　国内の農山村では過疎高齢化が進行し、経済的にも人口
動態的にも持続不可能だと言われ始めている。しかし都市
は、ダムや水源や田畑がある地方があってこそ経済活動や
暮らしが成立している。ここ 20 年ほどのうちに都市でも
高齢化が一気に進むという予測があるが、そうなった時に
農山村がしっかりしているかどうかは、日本全体のサバイ
バルに関係する。
　農山村の多くは、何百年以上も歴史を積み上げている。
ある場所で、そこの自然とうまく折り合いをつけて暮らし
て来た知恵や技術には、これからもそこで命をつなげてい
くために必要な教えがあるに違いない。だからその「場の
暮らし」から学ぶ。
　高度経済成長の時代、日本には一般的に、強い都市志向
があった。「田舎」は「遅れている」ことを示す蔑称であり、
日本中の集落が「都市化」を望んでいた。それは「お金」
であり「便利」な暮らしでもあった。その中で、地方や農
山村では、自分たちの地域にある、金では買えない、かけ
がえのないものに気づかない人たちが多くなっていった。
　TAPPO を始める頃も、「地域活性化」といえば、いか
に外からの資金を呼び込むか、観光客に金を落としてもら
うかが主流の議論だった。エコツーリズムとは景観や温泉
を利用した観光業で、グリーンツーリズムとは農山村や農
業を観光の対象としてプログラムを開発すること、という
ような理解だっただろうか。
　けれど地域づくりの根幹は、そこに暮らす人たちが自分
たちの場を理解し、幸福であり誇りを持てることではない
だろうか。そして何よりも、そこに育つ子どもたちと、彼
らを育む地域との絆が重要だ。だから最初のTAPPO事業
は、村の人たちと一緒に実施する「生き物調べ」だった。
　村の中をゆっくり歩きながら、どの時期にどの場所にど
んな動植物がいるかを記録していく。水と緑に恵まれた、
生物多様性が高い土地であることを実感する。
　最初は「何でこんなこと」と思いながら、つきあいで参
加してきた人たちから、「こんなものが村にいたとは初め
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過疎高齢化が進行する農山村だが、自然の恵みで暮らしを支える知恵など、これからも大切なことをたくさん抱えている。
本稿では、持続可能な社会づくりを問う教育的活動の一例として、「TAPPO南魚沼やまとくらしの学校」の試みを取り
上げる。
築地本願寺の朝市で、話がはずむ。
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て知った」「オオルリってきれいだな」「カエルはただのカ
エルじゃあなくなった」と様々な声が聞こえるようになっ
た。もちろん、仕事や家族、集落の役割がある日々の暮ら
しの中で、「金にならないこと」にさらなる時間を割くこ
とそのものは容易ではない。ただ、こうしたことの積み重
ねで生まれる誇りや愛着、そして理解が、村作りの中核に
なり、最終的には方向性を左右するのではないかと考えて
いる。
　TAPPO開始時の目標は「暮らす人々の幸福感・希望感」
「地元の子どもたちの成長と教育（持続可能な社会の基盤）」
「スモールビジネスの創出」「生物多様性の保全」だった。
これらを実現する手法として、「学びあい」がある。
　交流事業では、農山村の暮らしを学びの素材として中心
に据えている。通年での無農薬の米作り、畑作、山菜採り
とその調理法、秋の山のおやつ集め、原木ナメコ収穫、雪
掘り、祭り、保存食講座、村の共同作業、豆腐作り。地域
の人たちは講師であり、参加者であり、そして夜の懇親会
のメンバーでもある。
　こうした活動の多くは、屋外で身体を動かすことにな
る。人が自然の中で体を動かすこと、自然に働きかけるこ
とに関わることは、生き物としての人間にとって大切な何
かがある。一人一人が内観的に時間を取り戻し、身体性を
取り戻すきっかけとなる。そして心の免疫力をも高めるの
だろうか、たいていの人たちが、筋肉痛や疲労はあっても、
とても元気になっていく。
　村の人たちにとっては、苗の手植えや草取り、稲の手刈
りなどは面倒くさく、かつつらい作業だ。けれど、村以外
から来た人たちが一生懸命取り組む姿から教わることがあ
るし、そうした人たちに教えるのはおもしろい。機械によ
らない農作業は、コミュニケーションを生むので、だんだ
んと親しくもなる。そうした時でしか聞けない話や、こう
した時でなければ話をしないような世代との対話が生まれ
る。いろいろな立場と年齢の人々が一緒に作業をしなが
ら、学び合いの場が成立する。
　一方で参加者は、楽しませてもらう「お客さん」ではな
く、地域づくりの仲間として、またその地域とつながるた
めという趣旨でやってくる。お金でサービスと体験を交換
するのではなく、人と人の絆を土台とするところに、価値
や学びが生まれる。
　農山村ならではの宝物はたくさんある。それらを利用し
て、スモールビジネスを作っていくことも、持続可能な社
会をにらんで必要なことだ。ここ数年で本格化してきたの
が、地元の女性たちの手作り料理の提供と、食材を東京の
市場で売ることだ。
　車で運んで村の人たちが直接売る時は、買う人たちと作
る・採る人たちとの出会いを通して、野菜はただの「商品」
ではない価値を備える。また近年東京で、「食を介して人
をつなぐ。人を介して地域をつなぐ」をモットーに、野菜
があまっている農山村と、それを必要とする都市部の地域
をつないで、社会の課題解決の糸口を見つけようとしてい
る青年集団とも出会った。そこでも「商品」に彼らの気持
ちが加わり、別の価値を持った温かいものになる。
　TAPPOではフキノトウを始めとして、今からどんどん
新鮮な山菜を収穫して送る計画だ。集落で育つ子どもたち
や戻ってきた青年層らが、スモールビジネスのヒントとし
て、こうしたアイデアをさらに育ててくれるのではないか
という期待がある。
　人と自然の関係についての本質的な理解と、自分だけで
なくみんなのためという倫理を持った異なる立場の人たち
の協働によって、社会のさまざまな課題が打開される可能
性を持つことを、TAPPOの活動を通して実感している。
集落内を歩くとたくさんの生きものと出会う。
不定期に「カフェ」を開く。村の人たちが楽しみにする寄り場になっ
ている。
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山菜講座。ランチでは地元の女
性たちが腕をふるった多種類の
山菜料理がテーブルに並ぶ。
山菜講座。集落を歩けばワラビやウドがたくさん手に入る。
山菜講座。採ってきた山菜の処理の仕方などを教わる。
田んぼから学ぶ講座の一コマ。多国籍、多年齢での田植えとなった。
雪国の暮らしから学ぶ講座で、高齢者世帯の雪掘りをする参
加者。
